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記

こ
こ
士
別

は
、
昨
年
（
二

〇
一
〇
）
春

は
、
桜
が
い

つ
咲
く
の
か

不
安
に
な
る

ほ
ど
寒
い
、
と
思
っ
て

い
る
う
ち
に
夏
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ビ
ッ

ク
リ
す
る
く
ら
い
の
猛
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で
、
農
作
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も
影

響
が
出
る
ほ
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で
し
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ま
た
、
秋
は
紅
葉
と
落

葉
が
同
時
で
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
り
、
多
少

早
い
初
雪
が
降
り
ま
し

た
。
皆
様
の
地
域
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
単
純
に
温
暖
化
の

影
響
と
言
う
こ
と
も
な

い
の
で
し
ょ
う
が
、
本

年
も
良
い
年
で
あ
る
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

（
雑
感
）

不
定
期
発
行
と
は
言

い
な
が
ら
「
技
セ
ン
だ

よ
り
」
も
九
刊
。
本
年

も
変
わ
ら
ず
ご
愛
読
下

さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
子
）

■日本森林学会北海道支部大会に参加しました。
11月９日、日本森林学会北海道支部大会に参加しました。その中で、「異

なる地表処理方法による流出土砂量の考察」と題してパネル展示を行いま
した。これは平成19年6月からこれまでに採取したデータを分析した結果
をパネルにしたもので、来場者との質疑討論もありました。

■北海道森林管理局「技術開発員会」報告
技術開発委員会は12月16日、北海道森林管理局で開催され、本年度完

了課題1課題及び平成23年度新規課題（案）1課題、中間報告1課題を審
査しました。委員の先生方からは、調査内容などについて評価をいただい
ております。

■冬道の交通安全を期して
北海道は例年になく交通事故死が多く、これから厳冬期を迎えることも

あり「スリップ事故」などが心配されます。そこで、士別市主催による「冬
道の交通安全講習会」が12月20日、実施され講義だけでなく自動車学校
のコースを貸し切り実際に雪上の急ブレーキなどを体験する中で交通事故
撲滅に向けて参加者全員が認識を新たにしました。

研修の森林の木々たち
ナナカマド（Sorbus commixta Hedl）

街路樹として最もポピュラーな木の一つです。秋には鮮やかな深紅の実を付
け、美しい紅葉を身にまといます。旭川市をはじめ、北海道の多くの自治体で
市町村の木に指定され、市民に親しまれています。
用途：庭園樹、公園樹、街路樹、花材など

アズキナシ（Sorbus alnifolia C.koch）
低地から山地に生える広葉樹で、高さは10～15mになります。6月頃白く小

さな花を多数咲かせ、秋に熟す小豆ほどの大きさの赤い楕円形の実は、小鳥が
好んで食べます。カタスギとも呼ばれています。
用途：街路樹、器具材など

ミズナラ（Quercus crispula Biume）
北海道を代表する広葉樹で、海岸から産地まで広く分布します。建築材、高

級家具材としても有名ですが、ドングリを付ける木としても親しまれています。
材に多量の水分が含まれることから「水ナラ」と呼ばれます。
用途：高級家具材、公園樹、建築材、器具材、椎茸の原木など

北海道森林管理局
http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/

森林技術センターだより

初雪のナナカマド
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二

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

卯
年
で
あ
る
平
成
二
十
三
年
を
迎
え
、

今
年
は
干
支
に
ち
な
ん
で
穏
や
か
な
天
候

に
恵
ま
れ
過
ご
し
や
す
い
一
年
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
記
録
的
な
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
異
常
気
象
に
悩
ま
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
地
球
温
暖
化
が
言

わ
れ
て
久
し
く
な
り
、
年
々
地
球
環
境
へ
の
配
慮
に
向
け
た
動
き

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
六
％
の
う
ち
三
．
八
％
を
森
林
吸
収
に

よ
り
達
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
が
持
つ
公
益

的
機
能
の
重
要
性
の
認
識
も
深
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
今
年
は
国
連
が
定
め
る
「
国
際
森
林
年
」
と
い
う

重
要
な
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
国
際
森
林
年
」
の
テ
ー
マ
は
「
人
々
の
た
め
の
森
林
」
と
さ
れ
て

お
り
、
森
林
は
人
々
の
生
存
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
地
球
的
環
境
に
も
ま
た
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
国
有
林
で
は
、
こ
の
よ
う
に
大
切
な
多
面
的
機
能
を

持
つ
森
林
を
適
切
に
管
理
経
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
森
林
の
効
率
的
な
維
持･

整
備
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
各
種
の
技
術
開
発
課
題
に
取
り
組
み
、
林
業
技
術
の

向
上
や
森
林
施
業
の
指
針
づ
く
り
に
向
け
た
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
国
際
森
林
年
」
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
森
林
の
維
持･

保

全
へ
の
取
組
み
の
環
が
広
ま
っ
て
い
く
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
後

も
北
海
道
林
業
の
発
展
に
向
け
関
係
各
機
関
と
の
連
携
を
図
り
各

種
の
技
術
開
発
課
題
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

平成22年度 国有林野事業 業務研究発表会

「北限のヒバの更新状況の検証」

平成22年11月16日、平成22年度の国
有林野事業業務研究発表会」が林野庁本庁
で開催され、檜山森林管理署友田森林技術
専門官が「北限のヒバの更新状況の検証に
ついて」と題し、発表を行いました。発表
の内容は北海道道南地域が北限であるヒバ
について利用可能資源が減少しているな
か、ヒバ資源の維持増進を目指し「ひばモ
デル林」を平成12年度に設定し調査・観
測を行った結果を発表したものです。

発表の詳細については、次頁以降をご参
照ください。

095-0015
北海道士別市
東５条６丁目
TEL 0165(23)2161
FAX 0165(23)2164
平成23年 1月 4日
発行責任

森林技術センター所長



技術開発課題（檜山森林管理署）

■北限のヒバの更新状況の検証について（最終報告）

１ はじめに
ヒバの生育は、北海道において道南地域

を北限とし、特に上ノ国町天の川流域から
厚沢部町の厚沢部川流域に囲まれた地域に
最も多く分布していますが、利用可能な資
源が減少していることから、ヒバ資源の維
持増進に取り組む必要があります。

２ 試験地の概要
（1）ヒバモデル林

江差町の椴川流域2035り林小班は、檜
山支庁を中心に進めている「檜山のヒバの
森づくり運動」と連携して、檜山森づくり
センターと共同で平成12年度に「ヒバモ
デ ル 林 」 を 設
置 し 、 そ の 林
内 に 照 度 別 に
天 然 稚 樹 ・ 挿
し 木 苗 ・ 山 引
き 苗 別 試 験 地
を 8 箇 所 設 置
し て い ま す 。

林 班 2035り

市 町 村 檜山郡江差町

面 積 5.56ha（内整備区域1.08ha）

方 位 北西

標 高 20m以下

傾 斜 平坦

プロット 8箇所

設定時整備区域林分内容（ ）はha当たり

ヒ バ 661本（612） ～ 612m
3
（418）

広葉樹 068本（054） ～ 063m
3
（032）

合 計 729本（506） ～ 675m
3
（450）

（2）開発期間
平成13年度～22年度

３ 調査等方法
照度別・苗木の種類別(天然稚樹、挿し

木苗、山引き苗)初期成長量等の調査

４ 施業等経過
S49～H元 単木択伐（2回）
H12 挿木・山引苗の照度別プロットを

設定。

H13～22 天然稚樹、挿木・山引苗の成
長量調査

H17・H18 調査木ナンバー標示取替・
プロット標示板設置

５ 調査等結果（照度・成長量等調査）
（1）天然稚樹

グラフ-1は林内照度9%から100%まで
の天然下種更新による各プロット試験地に
おける10年間の成長率を比較したもので
す。プロット1の照度9%は、ほぼ樹冠が
うっ閉した状態で下層はヒバ稚樹以外ほと
んど見られません。この環境で10年間の
成長量は132%、生存可能ぎりぎりの状
態であることがわかります。

また成長率は照度に比例しており、均一
に生育している事がわかります。

表-1は10年間の生存率と成長率を表し
たものです。プロット3では、この後に示
す照度の変化と併せ強い競合状態となり、
被圧された結果、生存率が低くなっていま

す。その他プロットに
つ い て は 80%の 生 存
率となっています。同
様に実測照度と成長率
を比較するとプロット
1は 2%程 度 の 差 で 殆
ど変化がなく、樹冠が
う っ 閉 し た 状 態 で あ
り 、 プロ ット2とプロ
ッ ト 3は上 木樹冠の発
達 と 共 に 10年 間 で 照
度が低下しています。
このまま最終的には1
0%前 後 の 照 度 ま で 低
下すると考えられ、は
っきりした因果関係が
見て取れます。

表-1 （単位：%）

天然稚樹 設定時 10年後 生存率 成長率
照 度 照 度

プロット1 9 11 86 132

プロット2 35 22 86 194

プロット3 55 28 62 234

プロット4 100 90 80 463

グラフ-1

（2）挿木・山取苗
挿木苗はモデル林内から採穂したものを

育成しました。これを林内の照度20～30
%の林床で養苗したもので、挿付け4年後
のものを使用しました。

グラフ-2は林内照度
23%か ら 100%挿 木
苗 による 4プロ ットの
試 験 地 の 10年 間 の 成
長 率 を 比 較 し た も の
で、天然稚樹プロット
に比べ、照度に対し反
比例する結果となりま
し た 。 照 度 23%プ ロ
ッ ト が 最 も 成 長 が よ
く 、 10年 間 で 273%
の成長となっています
が、照度100%のプロ
ットは189%であり、
特 に植栽 後3年 間は極
めて低い成長で推移し
ています。

山取苗はモデル林内
から採取したものを植
栽 し ま し た 。 平 均 20
㎝程度の実生苗を利用
しています。

グラフ-3は林内照度
23%か ら 100%ま で
の 山取苗 によ る4プロ
ッ ト の 試 験 地 の 10年
間の成長率を比較した
ものです、照度と成長
率の対比は挿木苗と似
通った傾向ですが、成
長率そのものは挿木苗
よ も 旺 盛 で 照 度 23%
プ ロ ッ ト の 10年 間 の
成長率は360%となっ

ています。
また挿木苗と同じように、照度の高い5

5%プロットと100%プロットでは植栽後
の4年間は成長が足踏みしている様子が見
て取れます。山取苗は林内の天然稚樹の9
％プロットと同様の条件で生育していたも
のであり、環境変化のストレスに対応する
には5年程度の期間が必要であることがわ
かりました。

表-2、3は挿木苗と山取苗の生存率と成
長率を比較をしたもので、山取苗が挿木苗
に対し３～４割増の成長をしており照度に
比例してその差が大きくなっています。

生存率では照度の低いプロットが生存率

グラフ-2

グラフ-3

100%であるのに対し、照度に反比例し
て生存率が下がっています。なお、生存率
について挿木・山取苗に有意な差はありま
せんでした。

実測照度と成長率を比較したものでは、
実測照度は天然稚樹試験地に比べ殆ど変化
していません、特にプロット5、7は上木
にナラ等の広葉樹が混在している箇所であ
り、空間が開けていることによるものと考
えられます。

表-2 （単位：%）

挿木苗 設定時 10年後 生存率 成長率
照 度 照 度

プロット5 23 23 100 273

プロット6 35 30 93 206

プロット7 55 59 81 212

プロット8 100 76 83 189

表-3 （単位：%）

山取苗 設定時 10年後 生存率 成長率
照 度 照 度

プロット5 23 23 100 360

プロット6 35 30 100 282

プロット7 55 59 94 304

プロット8 100 76 83 274

６ 考察
以上から、

●天然稚樹においては照度別成長率は照度
が高いほど成長が良い。
●挿木・山取苗においては照度別成長率は
照度が低いほうが成長が良い。
●ヒバの性質上の特性として、光環境の急
激な変化に弱いことが推測される。

天然稚樹プロットでは、根系の発達の関
係や、直近の伐採後10年以上経過してい
たこと等から、その変化が現れていないの
ではないかと推察されます。

挿木・山取苗では個体がその照度に適応
するため、植栽初期成長が足踏みする傾向
が見られました。特に30%以上変化する
とその傾向が顕著に現れています。

このことから、天然林受光伐等の実施に
際しては、林床に稚樹の更新が旺盛な箇所
は比較的強めの伐採を行い、照度が確保で
きることが望ましいと考えます。

また天然更新のない、若しくは難しい箇
所では、植栽を行う苗木の初期成長に影響
しない程度の伐採を行い、林内照度が更新
に適切な状態を保つことが望ましいと考え
ます。


